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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 22日 (2005.9.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 お よ び 人 工 呼 吸 器
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　

　

　

　

　

　 【 請 求 項 ２ 】 　

　 【 請 求 項 ３ 】 　

（ ａ ） 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 弁 室 に 、 患 者 の 呼 気 を 導 入 す る た め の 呼 気
導 入 口 と 、 予 め 定 め る 移 動 軸 線 に 沿 う 軸 線 方 向 一 方 に 形 成 さ れ る 開 口 と 、 開 口 に 対 し て 軸
線 方 向 他 方 に 形 成 さ れ て 患 者 の 呼 気 を 弁 箱 外 方 に 排 出 す る た め の 弁 孔 と が そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ る 弁 箱 と 、

（ ｂ ） 弁 孔 に 対 し て 弁 室 外 に 配 置 さ れ る 着 座 部 分 を 有 し 、 前 記 移 動 軸 線 に 沿 っ て 弁 室 を
貫 通 し て 延 び 、 前 記 軸 線 方 向 に 往 復 変 位 可 能 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、

（ ｃ ） 弁 手 段 の 着 座 部 分 が 着 座 す る こ と で 弁 孔 が 閉 じ ら れ 、 弁 手 段 が 離 間 す る こ と で 弁
孔 が 開 く 弁 座 と 、

（ ｄ ） 磁 力 に よ っ て 弁 手 段 に 吸 着 さ れ る 可 動 部 を 有 し 、 可 動 部 を 前 記 移 動 方 向 に 往 復 駆
動 す る 駆 動 手 段 と 、

（ ｅ ） 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 、 弁 室 に 形 成 さ れ る 開 口 を 封 止 し 、 弁 室 と 弁 室 外 の 圧 力 差 に
応 じ て 前 記 軸 線 方 向 に 変 形 す る ベ ロ ー ズ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装
置 。

前 記 弁 手 段 と 可 動 部 と は 、 そ れ ぞ れ 永 久 磁 石 片 を 有 し て 、 互 い に 接 続 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 。

（ ａ ） 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 弁 室 に 、 患 者 の 呼 気 を 導 入 す る た め の 呼 気
導 入 口 と 、 予 め 定 め る 移 動 軸 線 に 沿 う 軸 線 方 向 一 方 に 形 成 さ れ る 開 口 と 、 開 口 に 対 し て 軸
線 方 向 他 方 に 形 成 さ れ て 患 者 の 呼 気 を 弁 箱 外 方 に 排 出 す る た め の 弁 孔 と が そ れ ぞ れ 形 成 さ



　

　

　
　

　 【 請 求 項 ４ 】 　
　

　 【 請 求 項 ５ 】 　
　

　 【 請 求 項 ６ 】 　
　
　
　

　

　

　 【 請 求 項 ７ 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 人 工 呼 吸 器 に 好 適 に 適 用 す る こ と の で き る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置

に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 前 述 し た 先 行 技 術 に は 、 以 下 の 問 題 点 が あ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 先 行 技 術 で は 、 Ｐ Ｅ Ｅ
Ｐ 圧 に 応 じ て ば ね 力 調 整 具 ま た は ボ ル ト を 手 動 で 調 整 し な け れ ば な ら な い の で 、 呼 気 弁 装
置 の Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 の 設 定 を 遠 隔 操 作 に よ っ て 行 う こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た ば
ね 力 の 調 整 に よ っ て 呼 気 弁 装 置 の 開 放 圧 力 を 設 定 す る と き 、 ば ね は さ れ る 力 の 大 き さ
に 応 じ て 反 力 が 変 化 す る の で 、 開 放 圧 力 を 超 え る 圧 力 （ 以 後 、 オ ー バ ラ イ ド 圧 力 と 呼 ぶ ）
を し な け れ ば 、 開 放 圧 力 に 対 応 し て 呼 気 弁 装 置 に 予 め 定 め ら れ た 設 定 流 量 を 得 る こ と
が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
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れ る 弁 箱 と 、
（ ｂ ） 弁 孔 に 対 し て 弁 室 外 に 配 置 さ れ る 着 座 部 分 を 有 し 、 前 記 移 動 軸 線 に 沿 っ て 弁 室 を

貫 通 し て 延 び 、 前 記 軸 線 方 向 に 往 復 変 位 可 能 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、
（ ｃ ） 弁 手 段 の 着 座 部 分 が 着 座 す る こ と で 弁 孔 が 閉 じ ら れ 、 弁 手 段 が 離 間 す る こ と で 弁

孔 が 開 く 弁 座 と 、
（ ｄ ） 弁 手 段 を 前 記 移 動 方 向 に 往 復 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、
（ ｅ ） 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 、 弁 室 に 形 成 さ れ る 開 口 を 封 止 し 、 弁 室 と 弁 室 外 の 圧 力 差 に

応 じ て 軸 線 方 向 に 変 形 す る ベ ロ ー ズ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 。
前 記 駆 動 手 段 は 、

フ ォ ー ス モ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 人 工 呼 吸 器 用
呼 気 弁 装 置 。

前 記 ベ ロ ー ズ は 、
前 記 移 動 軸 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 す る 投 影 面 積 が 可 変 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 。
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 と 、

患 者 に 吸 気 を 吐 出 逆 止 弁 を 介 し て 供 給 す る 空 気 ポ ン プ と 、
患 者 の 口 ま た は 鼻 の 少 な く と も 一 方 に 装 着 さ れ る 装 着 部 材 と 、
空 気 ポ ン プ の 吐 出 逆 止 弁 と 装 着 部 材 と を 接 続 し 、 患 者 に 空 気 ポ ン プ か ら の 吸 気 を 導 く た

め の 吸 気 管 路 と 、
吸 気 管 路 の 途 中 位 置 か ら 分 岐 し 、 先 端 部 に 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 を 設 け 、 人 工 呼 吸 器

用 呼 気 弁 装 置 に 患 者 の 呼 気 を 導 く た め の 呼 気 管 路 と 、
吸 気 期 間 中 は 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 弁 孔 を 閉 じ る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 含 む

こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 。

制 御 手 段 は 、 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 吸 気 管 路 ま た は 呼 気 管 路 の 空 気 が 予 め 定 め る 異
常 圧 力 以 上 に な る と 、 弁 手 段 を 弁 座 か ら 離 間 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 人 工
呼 吸 器 。
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付 与

付 与



【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 成 で 小 型 化 を 図 る こ と が で き 、 遠 隔 操 作 可 能 で 応 答 性 良 く 患
者 の 呼 気 圧 等 の 空 気 の 排 出 圧 力 を 調 整 す る こ と が で き る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置

を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、

　

　

　

　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 従 え ば 、 弁 箱 内 に 設 け ら れ る 開 封 止 ベ
ロ ー ズ

こ の こ と に よ っ て 、 弁 体 に さ れ る 力 の 一 部 が ベ ロ ー ズ に さ れ る 力
の 大 き さ だ け 相 殺 さ れ る の で 、 小 さ い 容 量 の 駆 動 手 段 に よ っ て 線 方 向 に 駆
動 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 大 き な 容 量 の 駆 動 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 装 置
の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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（ ａ ） 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 弁 室 に 、 患 者 の 呼 気 を 導 入 す る た め の 呼 気 導 入
口 と 、 予 め 定 め る 移 動 軸 線 に 沿 う 軸 線 方 向 一 方 に 形 成 さ れ る 開 口 と 、 開 口 に 対 し て 軸 線 方
向 他 方 に 形 成 さ れ て 患 者 の 呼 気 を 弁 箱 外 方 に 排 出 す る た め の 弁 孔 と が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る
弁 箱 と 、

（ ｂ ） 弁 孔 に 対 し て 弁 室 外 に 配 置 さ れ る 着 座 部 分 を 有 し 、 前 記 移 動 軸 線 に 沿 っ て 弁 室 を
貫 通 し て 延 び 、 前 記 軸 線 方 向 に 往 復 変 位 可 能 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、

（ ｃ ） 弁 手 段 の 着 座 部 分 が 着 座 す る こ と で 弁 孔 が 閉 じ ら れ 、 弁 手 段 が 離 間 す る こ と で 弁
孔 が 開 く 弁 座 と 、

（ ｄ ） 磁 力 に よ っ て 弁 手 段 に 吸 着 さ れ る 可 動 部 を 有 し 、 可 動 部 を 前 記 移 動 方 向 に 往 復 駆
動 す る 駆 動 手 段 と 、

（ ｅ ） 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 、 弁 室 に 形 成 さ れ る 開 口 を 封 止 し 、 弁 室 と 弁 室 外 の 圧 力 差 に
応 じ て 前 記 軸 線 方 向 に 変 形 す る ベ ロ ー ズ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装
置 で あ る 。

弁 手 段 と 、 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 口 を す る
と を 有 す る 。 患 者 の 肺 の 換 気 機 能 を 支 援 す る た め に Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 に 設 定 さ れ る と 、 呼

気 期 間 に お い て 、 弁 室 外 よ り も 弁 室 内 の 空 気 の 圧 力 が 高 く 設 定 さ れ る 。 弁 体 は 、 呼 気 の 圧
力 を 受 け て 、 着 座 部 分 が 弁 座 か ら 離 反 す る 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 他 方 に 力 を 受 け る 。 ま
た ベ ロ ー ズ は 、 呼 気 の 圧 力 を 受 け て 、 弁 室 に 対 し て 膨 ら む 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 一 方 に
力 を 受 け る 。 弁 手 段 は 、 ベ ロ ー ズ に 連 結 さ れ る の で 、 ベ ロ ー ズ に よ っ て 軸 線 方 向 一 方 の 力
が 与 え ら れ る 。 付 与 付 与

弁 手 段 を 軸 一 方



【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 磁 力 に よ っ て 吸 着 接
続 の 信 頼 性 が 向 上 す る と と も に 装 置 の 組 立 作 業 が 簡 易 化 さ れ る 。

接 続 部 材 の
形 状 を 単 純 化 し 、 部 材 寸 法 精 度 の 許 容 値 も 大 き く と る こ と が で き る の で 、 部 材 製 作 上 の 工
数 削 減 が 可 能 に な る 。
　

　

　 ま た 本 発 明 は 、

　

　

　
　

　

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 駆 動 手 段 は 、 フ ォ ー ス モ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に 従 え ば 、 駆 動 手 段 は フ ォ ー ス モ ー タ で あ る 。 フ ォ ー ス モ ー タ の 駆 動 力 で あ る 電
磁 力 は 、 フ ォ ー ス モ ー タ に 供 給 さ れ る 電 流 に よ っ て 制 御 さ れ る の で 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 設 定 の 応
答 性 が 良 く か つ 遠 隔 操 作 が 可 能 に な る 。 ま た フ ォ ー ス モ ー タ は 、 さ れ る 空 気 の 圧 力 に
対 応 す る 反 力 を 生 じ る こ と が な い の で 、 オ ー バ ラ イ ド 圧 力 を ほ ぼ 零 に す る こ と が で き る 。
ま た 呼 気 弁 を 空 気 式 で 開 閉 す る 装 置 の よ う に 送 風 機 な ど を 設 け る 必 要 が な い の で 、 装 置 の
小 型 化 お よ び コ ス ト 低 減 が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
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弁 手 段 と 可 動 部 と は 、 さ れ て 互 い に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ っ て
た と え ば 弁 手 段 と 可 動 体

と の に 強 磁 性 体 か ら な る 第 １ 接 続 部 材 お よ び 第 ２ 接 続 部 材 を 設 け る こ と で 、 各

ま た 本 発 明 は 、 前 記 弁 手 段 と 可 動 体 と は 、 そ れ ぞ れ 永 久 磁 石 片 を 有 し て 、 互 い に 接 続 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 。

本 発 明 に 従 え ば 、 弁 手 段 と 可 動 体 と が 永 久 磁 石 片 を 有 す る 。 こ の よ う に 安 価 な 永 久 磁 石
片 に よ っ て 、 駆 動 手 段 と 弁 手 段 と の 確 実 な 接 続 を 実 現 す る こ と が で き る の で 、 コ ス ト 低 減
が 可 能 に な る 。

（ ａ ） 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 弁 室 に 、 患 者 の 呼 気 を 導 入 す る た め の 呼 気
導 入 口 と 、 予 め 定 め る 移 動 軸 線 に 沿 う 軸 線 方 向 一 方 に 形 成 さ れ る 開 口 と 、 開 口 に 対 し て 軸
線 方 向 他 方 に 形 成 さ れ て 患 者 の 呼 気 を 弁 箱 外 方 に 排 出 す る た め の 弁 孔 と が そ れ ぞ れ 形 成 さ
れ る 弁 箱 と 、

（ ｂ ） 弁 孔 に 対 し て 弁 室 外 に 配 置 さ れ る 着 座 部 分 を 有 し 、 前 記 移 動 軸 線 に 沿 っ て 弁 室 を
貫 通 し て 延 び 、 前 記 軸 線 方 向 に 往 復 変 位 可 能 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、

（ ｃ ） 弁 手 段 の 着 座 部 分 が 着 座 す る こ と で 弁 孔 が 閉 じ ら れ 、 弁 手 段 が 離 間 す る こ と で 弁
孔 が 開 く 弁 座 と 、

（ ｄ ） 弁 手 段 を 前 記 移 動 方 向 に 往 復 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、
（ ｅ ） 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 、 弁 室 に 形 成 さ れ る 開 口 を 封 止 し 、 弁 室 と 弁 室 外 の 圧 力 差 に

応 じ て 軸 線 方 向 に 変 形 す る ベ ロ ー ズ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 で
あ る 。

本 発 明 に 従 え ば 、 弁 箱 内 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 開 口 を 封 止 す る ベ
ロ ー ズ と を 有 す る 。 患 者 の 肺 の 換 気 機 能 を 支 援 す る た め に Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 が 設 定 さ れ る と 、 呼
気 期 間 に お い て 、 弁 室 外 よ り も 弁 室 内 の 空 気 の 圧 力 が 高 く 設 定 さ れ る 。 弁 体 は 、 呼 気 の 圧
力 を 受 け て 、 着 座 部 分 が 弁 座 か ら 離 反 す る 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 他 方 に 力 を 受 け る 。 ま
た ベ ロ ー ズ は 、 呼 気 の 圧 力 を 受 け て 、 弁 室 に 対 し て 膨 ら む 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 一 方 に
力 を 受 け る 。 弁 手 段 は 、 ベ ロ ー ズ に 連 結 さ れ る の で 、 ベ ロ ー ズ に よ っ て 軸 線 方 向 一 方 の 力
が 与 え ら れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 弁 体 に 付 与 さ れ る 力 の 一 部 が ベ ロ ー ズ に 付 与 さ れ る 力
の 大 き さ だ け 相 殺 さ れ る の で 、 小 さ い 容 量 の 駆 動 手 段 に よ っ て 弁 手 段 を 軸 線 方 向 一 方 に 駆
動 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 大 き な 容 量 の 駆 動 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 装 置
の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。

付 与



【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 い ず れ か の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 と 、
　 患 者 に 吸 気 を 吐 出 逆 止 弁 を 介 し て 供 給 す る 空 気 ポ ン プ と 、
　 患 者 の 口 ま た は 鼻 の 少 な く と も 一 方 に 装 着 さ れ る 装 着 部 材 と 、
　 空 気 ポ ン プ の 吐 出 逆 止 弁 と 装 着 部 材 と を 接 続 し 、 患 者 に 空 気 ポ ン プ か ら の 吸 気 を 導 く

吸 気 管 路 と 、
　 吸 気 管 路 の 途 中 位 置 か ら 分 岐 し 、 先 端 部 に 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 を 設 け 、 人 工 呼 吸 器
用 呼 気 弁 装 置 に 患 者 の 呼 気 を 導 く 呼 気 管 路 と 、
　 吸 気 期 間 中 は 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 弁 孔 を 閉 じ る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 人 工 呼 吸 器 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 従 え ば 、 後 述 の 図 ２ に 示 す よ う に 吸 気 管 路 は 空 気 ポ ン プ と 患 者 の 装 着 部 材 と を
接 続 し 、 呼 気 管 路 は 吸 気 管 路 の 途 中 か ら 分 岐 し 、 呼 気 管 路 の 先 端 部 に は 人 工 呼 吸 器 用 呼 気
弁 装 置 が 設 け ら れ る 。 吸 気 期 間 中 、 制 御 手 段 に よ っ て 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 弁 孔 が 閉
じ る よ う に 、 す な わ ち 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 開 放 圧 力 が 吸 気 圧 以 上 に な る よ う に 制 御
さ れ る の で 、 吸 気 の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 か ら の 排 出 が 防 止 さ れ る 。 こ の こ と に よ っ て
、 患 者 に 充 分 に 吸 気 を 供 給 す る こ と が で き る 。
　

　
吸 気 管 路 ま た は 呼 気 管 路 に 異 常 圧 止 用 の 開 閉 弁 を 別 途 設 け る 必 要 が な く な り 、 装

置 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 弁 体 ６ は 、 合 成 樹 脂 製 で あ り 、 有 底 筒 状 を 呈 す る 円 筒 部 ２ ６ と 円 筒 部 ２ ６ の 他 端 部 か ら
半 径 方 向 外 方 に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 ２ ７ と か ら 成 る 。 弁 体 ６ の 円 筒 部 ２ ６ に 形 成 さ れ る 凹
所 ２ ８ に 前 記 弁 体 案 内 部 ２ ５ が 挿 入 さ れ 、 弁 体 ６ は 、 弁 体 案 内 部 ２ ５ に 案 内 さ れ て 移 動 軸
線 ５ に 沿 っ て 往 復 変 位 し 、 弁 座 ９ に 着 座 お よ び 離 間 す る 。

【 手 続 補 正 １ ５ 】
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た
め の

た め の

ま た 本 発 明 は 、 制 御 手 段 は 、 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 吸 気 管 路 ま た は 呼 気 管 路 の 空 気
が 予 め 定 め る 異 常 圧 力 以 上 に な る と 、 弁 手 段 を 弁 座 か ら 離 間 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

本 発 明 に 従 え ば 、 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 が 異 常 圧 力 防 止 用 の 開 閉 弁 を 兼 ね る こ と が で
き 、 力 防

弁 体 ６ お よ び 弁 軸 ７ を 含 ん で 弁
手 段 と な り 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ７ は 、 弁 手 段 に お け る 着 座 部 分 と な る 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 呼 気 圧 に よ っ て 弁 体 ６ に さ れ る 力 の 一 部 が 、 ベ ロ ー ズ １ ５ に さ れ る 力
（ ＝ Ｐ ｅ ・ π ｄ ２ 2 ／ ４ ） の 大 き さ だ け 相 殺 さ れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 同 一 寸 法 の 弁 体
６ が 使 用 さ れ る 場 合 、 ベ ロ ー ズ １ ５ を 設 け る こ と に よ っ て 、 小 さ い 容 量 の フ ォ ー ス モ ー タ
１ ７ に よ っ て 弁 体 ６ を 移 動 軸 線 ５ 方 向 に 駆 動 す る こ と が 可 能 と な り 、 装 置 の 小 型 化 を 図 る
こ と が で き る 。 ま た ベ ロ ー ズ １ ５ は 、 移 動 軸 線 ５ に 垂 直 な 平 面 に 対 す る 投 影 面 積 が 可 変 に
設 け ら れ る の で 、 準 備 さ れ る フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ の 容 量 に 応 じ て ベ ロ ー ズ １ ５ の 前 記 投 影
面 積 を 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ っ て 、 装 置 の 設 計 上 に お け る フ ォ ー ス モ ー タ
１ ７ 選 択 の 許 容 範 囲 が 広 く な る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ は 、 人 工 呼 吸 器 ２ に 備 わ る 呼 気 弁 装 置 １ の 設 定 圧 力 を 説 明 す る チ ャ ー ト で あ る 。 人
工 呼 吸 器 に は 、 吸 気 管 路 ５ ４ ま た は 呼 気 管 路 ５ ５ の い ず れ か に お い て 、 患 者 の 吸 気 期 間 に
患 者 の 肺 に 異 常 圧 力 が さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 異 常 圧 力 防 止 弁 、 い わ ゆ る 安 全
弁 で あ る リ リ ー フ 弁 が 設 け ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 の 呼 気 弁 装 置 １ に は リ リ ー フ 弁 の 機 能 が
備 え ら れ 、 吸 気 期 間 に お い て 患 者 の 肺 に 異 常 圧 力 が さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 呼
気 弁 装 置 １ の 弁 孔 ８ を 開 く べ く 設 定 さ れ る 圧 力 （ 以 後 、 リ リ ー フ 設 定 圧 力 Ｐ ｒ と 呼 ぶ ） が
、 患 者 毎 に ま た は 患 者 の 状 態 に よ り 異 な っ て 定 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 呼 気 弁 装 置 １ の 弁 体 ６ お よ び 弁 軸 ７ の 駆 動 に 使 用 さ れ る フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ は 、

さ れ る 空 気 の 圧 力 に 対 応 す る 反 力 を 生 じ る こ と が な い の で 、 オ ー バ ラ イ ド 圧 力 を ほ ぼ 零
に す る こ と が で き る 。 図 ４ は フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ 使 用 時 に お け る リ リ ー フ 設 定 圧 力 Ｐ ｒ １
と 定 格 流 量 Ｑ １ と の 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 図 ５ は ば ね 部 材 使 用 時 に お け る リ リ ー フ 設 定 圧
力 Ｐ ｒ ２ と 定 格 流 量 Ｑ ２ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ば ね 部 材 を 弁 体 の 駆 動 手 段 と し て 使 用 す る 呼 気 弁 装 置 で は 、 弁 体 が ば ね 力 に よ っ て 弁 座
に 押 付 け ら れ て 着 座 し 、 弁 体 に さ れ る 空 気 圧 に よ っ て 弁 体 が 弁 座 か ら 離 間 し 弁 孔 が 開
く 。 図 ５ に 示 す 第 ５ ラ イ ン ９ １ が 、 弁 孔 を 開 く リ リ ー フ 圧 力 Ｐ と 空 気 の リ リ ー フ 流 量 Ｑ と
の 関 係 を 表 す 。 Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 設 定 手 段 が ば ね 部 材 で あ る と き 、 弁 室 内 の 空 気 圧 が リ リ ー フ 設
定 圧 力 Ｐ ｒ ２ に 達 す る と 弁 孔 が 開 く け れ ど も 、 弁 孔 の 開 度 が 充 分 で は な く 弁 孔 を 流 過 す る
空 気 の 流 量 は 定 格 流 量 Ｑ ２ に 達 し な い 。 ば ね 部 材 は 、 さ れ る 空 気 の 圧 力 に 対 し て 反 力
を 生 じ る の で 、 定 格 流 量 を 流 過 さ せ る に 足 る 弁 孔 開 度 に 達 す る た め に は 、 リ リ ー フ 設 定 圧
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力 Ｐ ｒ ２ を 超 え る 空 気 圧 力 を し な け れ ば な ら な い 、 す な わ ち オ ー バ ラ イ ド 圧 力 Δ Ｐ ２
が 必 要 と さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ を 弁 体 ６ の 駆 動 手 段 と し て 使 用 す る 呼 気 弁 装 置 １ で は 、 弁 体 ６ は フ
ォ ー ス モ ー タ １ ７ の 電 磁 力 に よ っ て 弁 座 ９ に 着 座 し 、 弁 体 ６ に さ れ る 空 気 圧 に よ っ て
弁 体 ６ が 弁 座 ９ か ら 離 間 し 弁 孔 ８ が 開 く 。 図 ４ に 示 す 第 ２ ～ 第 ５ ラ イ ン ９ ２ ， ９ ３ ， ９ ４
， ９ ５ は 、 弁 孔 ８ を 開 放 す る リ リ ー フ 圧 力 Ｐ と リ リ ー フ 流 量 Ｑ と の 関 係 を ４ 通 り の リ リ ー
フ 設 定 圧 力 の 場 合 に つ い て 表 す 。 フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ は 、 さ れ る 空 気 の 圧 力 に 対 し て
反 力 を 生 じ る こ と が な い の で 、 第 １ ～ 第 ４ ラ イ ン ９ ２ ， ９ ３ ， ９ ４ ， ９ ５ い ず れ の リ リ ー
フ 設 定 圧 力 Ｐ ｒ １ の 場 合 に お い て も 、 リ リ ー フ 設 定 圧 力 Ｐ ｒ １ に 対 応 す る 空 気 圧 が 弁 体 ６
に さ れ る こ と に よ っ て 、 弁 孔 ８ の 開 度 が 定 格 流 量 Ｑ １ を 流 過 さ せ る こ と の で き る 予 め
定 め ら れ た 状 態 に 達 す る 。 す な わ ち オ ー バ ラ イ ド 圧 力 を ほ ぼ 零 に す る こ と が で き る 。 さ ら
に フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ の 駆 動 力 で あ る 電 磁 力 は 、 フ ォ ー ス モ ー タ １ ７ に 備 わ る コ イ ル ３ ６
に 供 給 さ れ る 電 流 に よ っ て 制 御 さ れ る の で 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 設 定 お よ び リ リ ー フ 圧 設 定 を 応 答
性 良 く 遠 隔 操 作 す る こ と が 可 能 に な り 、 患 者 毎 ま た 患 者 の 状 態 に 応 じ て 行 う Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 Ｐ
ｐ お よ び リ リ ー フ 圧 Ｐ ｒ の 設 定 が 容 易 に な る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 駆 動 手 段 １ ７ は フ ォ ー ス モ ー タ で あ る け れ ど
も 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 駆 動 手 段 １ ７ は さ れ る 空 気 圧 に 対 し て 反 力 を 生 じ る
こ と が な く 電 流 ま た は 電 圧 に よ っ て 駆 動 力 の 制 御 が 可 能 な も の で あ れ ば よ い 。 ま た 弁 体 ６
は 、 合 成 樹 脂 製 で あ る け れ ど も 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 ア ル ミ ニ ウ ム お よ び 砲 金 な
ど の 非 磁 性 体 金 属 、 ま た プ ラ ス チ ッ ク な ど で あ っ て も よ い 。 ま た 第 １ お よ び 第 ２ 接 続 部 材
１ １ ， １ ８ は 、 永 久 磁 石 片 で あ る け れ ど も 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 た と え ば 第 １ 接
続 部 材 １ １ が 鉄 ま た は ニ ッ ケ ル な ど の 強 磁 性 材 料 か ら な り 、 第 ２ 接 続 部 材 １ ８ の み が 永 久
磁 石 片 か ら な る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ５ ６ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 弁 箱 内 に 設 け ら れ る 開 封 止 ベ
ロ ー ズ

こ の こ と に よ っ て 、 弁 体 に さ れ る 力 の 一 部 が ベ ロ ー ズ に さ れ る 力
の 大 き さ だ け 相 殺 さ れ る の で 、 小 さ い 容 量 の 駆 動 手 段 に よ っ て 線 方 向 に 駆
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弁 手 段 と 、 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 口 を す る
と を 有 す る 。 患 者 の 肺 の 換 気 機 能 を 支 援 す る た め に Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 に 設 定 さ れ る と 、 呼

気 期 間 に お い て 、 弁 室 外 よ り も 弁 室 内 の 空 気 の 圧 力 が 高 く 設 定 さ れ る 。 弁 体 は 、 呼 気 の 圧
力 を 受 け て 、 着 座 部 分 が 弁 座 か ら 離 反 す る 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 他 方 に 力 を 受 け る 。 ま
た ベ ロ ー ズ は 、 呼 気 の 圧 力 を 受 け て 、 弁 室 に 対 し て 膨 ら む 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 一 方 に
力 を 受 け る 。 弁 手 段 は 、 ベ ロ ー ズ に 連 結 さ れ る の で 、 ベ ロ ー ズ に よ っ て 軸 線 方 向 一 方 の 力
が 与 え ら れ る 。 付 与 付 与

弁 手 段 を 軸 一 方



動 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 大 き な 容 量 の 駆 動 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 装 置
の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
　

【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　

【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
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ま た 弁 手 段 と 可 動 部 と は 、 磁 力 に よ っ て 吸 着 さ れ て 互 い に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 接
続 の 信 頼 性 が 向 上 す る と と も に 装 置 の 組 立 作 業 が 簡 易 化 さ れ る 。 た と え ば 弁 手 段 と 可 動 体
と の に 強 磁 性 体 か ら な る 第 １ 接 続 部 材 お よ び 第 ２ 接 続 部 材 を 設 け る こ と で 、 各 接 続 部 材 の
形 状 を 単 純 化 し 、 部 材 寸 法 精 度 の 許 容 値 も 大 き く と る こ と が で き る の で 、 部 材 製 作 上 の 工
数 削 減 が 可 能 に な る 。

ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 弁 手 段 と 可 動 体 と が 永 久 磁 石 片 を 有 す る 。 こ の よ う に 安 価 な 永 久
磁 石 片 に よ っ て 、 駆 動 手 段 と 弁 手 段 と の 確 実 な 接 続 を 実 現 す る こ と が で き る の で 、 コ ス ト
低 減 が 可 能 に な る 。

弁 箱 内 に 設 け ら れ る 弁 手 段 と 、 弁 手 段 に 連 結 さ れ て 開 口 を 封 止 す
る ベ ロ ー ズ と を 有 す る 。 患 者 の 肺 の 換 気 機 能 を 支 援 す る た め に Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 が 設 定 さ れ る と
、 呼 気 期 間 に お い て 、 弁 室 外 よ り も 弁 室 内 の 空 気 の 圧 力 が 高 く 設 定 さ れ る 。 弁 体 は 、 呼 気
の 圧 力 を 受 け て 、 着 座 部 分 が 弁 座 か ら 離 反 す る 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 他 方 に 力 を 受 け る
。 ま た ベ ロ ー ズ は 、 呼 気 の 圧 力 を 受 け て 、 弁 室 に 対 し て 膨 ら む 方 向 、 す な わ ち 軸 線 方 向 一
方 に 力 を 受 け る 。 弁 手 段 は 、 ベ ロ ー ズ に 連 結 さ れ る の で 、 ベ ロ ー ズ に よ っ て 軸 線 方 向 一 方
の 力 が 与 え ら れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 弁 体 に 付 与 さ れ る 力 の 一 部 が ベ ロ ー ズ に 付 与 さ れ
る 力 の 大 き さ だ け 相 殺 さ れ る の で 、 小 さ い 容 量 の 駆 動 手 段 に よ っ て 弁 手 段 を 軸 線 方 向 一 方
に 駆 動 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 大 き な 容 量 の 駆 動 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な り 、
装 置 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。

駆 動 手 段 は フ ォ ー ス モ ー タ で あ る 。 フ ォ ー ス モ ー タ の 駆 動 力 で あ
る 電 磁 力 は 、 フ ォ ー ス モ ー タ に 供 給 さ れ る 電 流 に よ っ て 制 御 さ れ る の で 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｐ 圧 設 定
の 応 答 性 が 良 く か つ 遠 隔 操 作 が 可 能 に な る 。 ま た フ ォ ー ス モ ー タ は 、 付 与 さ れ る 空 気 の 圧
力 に 対 応 す る 反 力 を 生 じ る こ と が な い の で 、 オ ー バ ラ イ ド 圧 力 を ほ ぼ 零 に す る こ と が で き
る 。 ま た 呼 気 弁 を 空 気 式 で 開 閉 す る 装 置 の よ う に 送 風 機 な ど を 設 け る 必 要 が な い の で 、 装
置 の 小 型 化 お よ び コ ス ト 低 減 が 可 能 に な る 。



　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、
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ベ ロ ー ズ は 、 移 動 軸 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 す る 投 影 面 積 が 可 変 に 設
け ら れ る の で 、 フ ォ ー ス モ ー タ の 容 量 に 応 じ て ベ ロ ー ズ の 前 記 投 影 面 積 を 設 定 す る こ と が
で き る 。 こ の こ と に よ っ て 、 装 置 の 設 計 上 に お け る フ ォ ー ス モ ー タ 選 択 の 許 容 範 囲 が 広 く
な る 。

後 述 の 図 ２ に 示 す よ う に 吸 気 管 路 は 空 気 ポ ン プ と 患 者 の 装 着 部 材
と を 接 続 し 、 呼 気 管 路 は 吸 気 管 路 の 途 中 か ら 分 岐 し 、 呼 気 管 路 の 先 端 部 に は 人 工 呼 吸 器 用
呼 気 弁 装 置 が 設 け ら れ る 。 吸 気 期 間 中 、 制 御 手 段 に よ っ て 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 弁 孔
が 閉 じ る よ う に 、 す な わ ち 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 の 開 放 圧 力 が 吸 気 圧 以 上 に な る よ う に
制 御 さ れ る の で 、 吸 気 の 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 か ら の 排 出 が 防 止 さ れ る 。 こ の こ と に よ
っ て 、 患 者 に 充 分 に 吸 気 を 供 給 す る こ と が で き る 。

ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 人 工 呼 吸 器 用 呼 気 弁 装 置 が 異 常 圧 力 防 止 用 の 開 閉 弁 を 兼 ね る こ と
が で き 、 吸 気 管 路 ま た は 呼 気 管 路 に 異 常 圧 力 防 止 用 の 開 閉 弁 を 別 途 設 け る 必 要 が な く な り
、 装 置 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 に な る 。
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